
令和 5 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 大分川ダム周辺のつはる里山保全活動実行委員会 

２ 事 業 名 称 太田川周辺ホタルの里づくりと河川生態系自然観察会 

３ 実 施 日 時 令和 5 年 6月 1 日～令和 5 年 11 月 30 日 

４ 実 施 場 所 のつはる太田川周辺 

５ 事業目的、内容 

  及 びその効 果 

（事業実施状況・内容） 

6 月 3 日 ホタルの鑑賞会 参加人数 29 名 

6 月 10 日 ホタルの鑑賞会 参加人数１１名 この日は雨で少なかった。 

8 月 20 日 自然観察会 参加人数 7名 コロナの感染により団体欠席 

9 月 24 日 河川の保全、ゴミ拾い、国東市よりにぃなの補充等を行う 

10月 21 日 雨による河川の汚れを掃除とゴミ拾い 

11月 25 日 河川の清掃と保全活動 水生生物調査 

※河川の保全活動や水生生物の調査や保護によりホタルの住みよい環境が

出来つつある。また、河川の原風景等すばらしく美しい。

本年もコロナによる人員の確保等が難しく万全の態勢で行った。

（事業実施効果） 

太田川の豊かな自然を通じてホタルの舞う河川になり水生成物の豊富

な河川になり河川と里山の共存に役立っている。このきれいな光景を

見れるのは普段から里山整備や河川の整備をしてくださる人々のおか

げだということが来客にも伝わったと思う。また、鑑賞会を通じてホ

タルも飛べるような河川には人の手がいるという事。

近年はその自然と触れ合う機会も減りつつある今世、自然と触れ合う

機会も必要だ。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 78 名 

（１）主催者参加 6 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 72 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 0 名 

７ 今 後 の 方 針 

2024 年度も継続して豊かな河川とホタルの舞う河川づくりを通じて夏の観光の 

場所をつくりこの豊かな河川を盛り上げていく。 

また、次年度は写真展も行いたい。 
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6 月 3 日ホタル観賞会 6 月 10 日河川の状況 

8 月 20 日観察会にぃな説明 にぃなの補充 

水生生物やにぃなの調査 11 月 25 日河川の清掃と保全 
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